
未来創造志塾 １５期第８回（２０１６．１０．１７） 

経営人間学・心理学講座 「価値観の転換（パラダイムシフト）」 

パラダイムとは何か？ 

―――思考の枠組み・理論の原型・見解の基準―――概念のフレーム 

認識・理解・解釈―――思考―――学習棄却 

「時代―民族」「歴史―人種」「文化―集団」「文明―企業」「社会―家庭」「国家―個人」 

―――パラダイム効果（人間が受け入れたパラダイムに、人間は完全に支配されるその事実に人間は気付かない） 

 

ＧＷ①：自分自身の価値観が変わった瞬間は？ 

    

ＧＷ②：どうすれば価値観が変わるのか？ 

 

 

複雑系、生態系…システム全体の結果に変化が起こる（時間的・空間的な影響） 

制御工学＝構造の問題（外部要因ではなく） 

 

自己超越を加えたマズローの欲求段階説 

 

 （１／３） 



経営環境は歴史的大転換期に突入した。 

「抜本革新」に断行による新たな価値創造が今日、急務の経営課題となる。 

「近代工業文明社会」から「近代サービス文明社会」への転換 参考テキスト（竹内日祥上人の経営人間学講座より） 
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類人猿分類を活用すると…価値観の転換（パラダイムシフト）になる！ 

・自己（自我）を知る。他人を知る。―――アイデンティティの確立。 

・組織（チーム）への貢献―――コミュニティの関係性の向上・構築 

・目的意識―――自己の成長・進化 

…学習組織体 

  

参考資料…２１世紀の時代に求められる「対話」の重要性 

 

ねぎしの事例…どんな組織にしたいのか？ 

① 事実前提から価値前提…ブレナイ軸があるか？本気か？採用や人財評価基準も一致しているか？ 

② 逆ピラミッド型の組織図…どこまで徹底できるか？が重要！ 

 

（２／３） 



ドラッカーから学ぶ「多角化戦略」第８回 研修ではなく教育訓練 

参考テキスト（出典）：ドラッカーから学ぶ多角化戦略 藤屋伸二著 クロスメディア 2015年 8月初版 

教育訓練を徹底すれば一流の会社になれる（２６３ｐ） 

日本は明治維新以降、教育訓練で先進国になった！ 

差別化を図るものは→徹底である。 

 

・・・創造的模倣(ベンチマーク) 

普通の能力の人を仕事ができるようにするには仕組みでできる。 

 

研修では不十分、教育訓練が必要だ。―――研修では「情報を得る」ことはできても、スキルアップまでは難しい。 

Step１ 講義 

Step２ 次月まで課題を仕上げる 

Step３ 取り組んだ課題を発表する 

Step４ 発表した内容に対するアドバイスを受ける 

Step５ 次月の課題のために講義を聴く 

 

人事 

多角化は後継者を育成する最高の手段である。（２６９ｐ） 

ドラッカーは「連邦型組織」を推奨している。 

―――人にはトップ向きと NO2や参謀向きのタイプがいる。（自分はどのタイプか？）…類人猿分類では？ 

後継者は、新規事業や子会社のトップを経験させる必要がある。…意思決定 

 

人事は適材・適所・適時・適量・適価を旨とする 

「既存事業での優秀な人材」と「新規事業での優秀さ」は同じではない。 

・新規が得意（チンパンジータイプ） ０から１にする！ 

・１を１０にする基盤づくりが得意な人 

・基盤が整った１０から１００にするのが得意な人 

―――優秀さは状況次第なのだ。 

 

草創＝坂本龍馬・西郷隆盛・真田昌幸 

守成＝大久保利通・真田信之 

 

時間軸＝採用・配置転換・教育訓練 

適正人員＝事業の成長度合い（最大より最適を目指せ） 

 

全能を求めてはいけない！ 

① 致命的な欠点以外は気にするな…気質は変らない。 

② 技術者や職人は挨拶で報酬を貰っているわけではない。（オランウータン） 

③ 新規事業の適任者は「攻めに強い」 ・・・ライフサイクルで適材を考える 

④ 「守りに強い」人には成熟期 

・・・人の欠点は「気質」に基づくことが多い。気質は変えられない！（類人猿分類を参考に） 

⑤ 強味を活かす配置をする・・・ライフサイクルに合わせて責任者も変えていく。 

・・・強みに基づいた人材配置にする 

  生産性を上げるために、アシスタントを付ける。 

  時間軸を考える！    （３／３） 


